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自己紹介
1955年新潟県上越市生れ。1978年東大法卒、その後日本銀行での

20年の勤務を経て、2001年2月～ぴあ（株）役員、現在取締役CCO。
（一社）場所文化フォーラム名誉理事。ローカルサミット事務総長。
（一社）低炭素社会促進協会代表理事。（一社）グリーンファイナンス
推進機構監事。NPO法人ものづくり生命文明機構常任幹事。
南砺市政策参与、上野村アドバイザー、南相馬市復興アドバイザー、
高山市経済観光アドバイザー、地域ブランデイング協会顧問他。

場所文化フォーラム等を中心に、地域での「温かなローカルマネー
フロー」の具体化を図りつつ、「ローカルサミット」の毎年開催を通じ、
全国の地域活性化活動の連携によるローカルからの日本再生に注力。
また、環境省が提唱する低炭素・循環・共生の統合的アプローチや
「森里川海」プロジェクト等の推進を通じる「環境・生命文明社会の創
造」に向けた活動を積極的に展開中。

著書：「グローバル化の終わり、ローカルからのはじまり」（2012年、
経済界）



新しい金融変革の潮流
～「お金の流れ」を変えて未来を創る！～

世界大での環境制約
（地球温暖化問題）

金融変革の実現

地域創生自立・循環
（森里川海ＰＪ）

サステナブル・ファイナンス
ＳＤＧＳ金融
ＥＳＧ投資

ローカルファイナンス
地域ファンド
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「ローカルサミット」の開催（２００８～）
ー志民の連帯と新たな価値観の形成へー
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第１回ローカルサミットIN帯広（2008年7月）
「人類・命・地球が直面する危機は、グローバル資本主義に
起因するところがあり、国民国家間の調整・協議のみでは解
決できない」ことを皆で確認し、これまでの延長線上ではなく、
忘れかけている地域の仕組み等に解決の糸口をみつけ、場
所文化を甦らせ、いのちの原点に立ち戻る、ものづくり生命
文明の構築をめざし、そのために、6つの分野（食・農、環境、
まちづくり、経済、金融、教育）に関する志民の実践の指針
を提示する形で、ローカルサミット宣言を取り纏め、発表。
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鎮守の森、鎮守の海を守り、
森・里・川・海連環を取り戻す
国民的運動の展開へ

－第7回ローカルサミットIN高野山で提唱し、

環境省も新たなアクションを始動！－
「生きとし生けるものとの暮らしを取り戻すための国民運動を展開して
いかないと、我々に残されている時間的な猶予は少ないのではないか。
その意味では、鎮守の森、鎮守の海を守るべく、森里川海連環の観点
から新たなつながりを再構築すべく幅広く志金を集め、それを活かす
方途を探れないものでしょうか。その具体的な方法論も含め幅広く議
論すべきタイミングではないでしょうか。また、未来を創る子供たちに、
豊かな海辺や森の自然に触れ、五感を研ぎ澄ませることの出来る時
間をもっと持てるような仕組みが出来ないものでしょうか。」（2014．
11.03 ローカルサミット事務総長の総括より） 32
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森・里・川・海の水・物質循環が生み出す恵み

安全・安心・清く豊かな水
清浄な空気・土壌の保全
安全で美味しい食糧
バイオマス
地域特産品
地域の自然に根ざした文化
災害防止
レクリエーション

森・里・川・海の水・物質循環
が生み出す生態系サービス

CO2

都市の人々は、農山漁村が生み出す
これらの恵みを受けてくらしている。









日本の縮図である東近江から拓く未来の姿
１．いのちのふるさと海（湖）・水と共に生きる社会の再生
―人と自然、人と人との「つながり」を取り戻します。
― 一度崩れた自然資産の再生には半世紀の時間が必要です。
―今後10~15年が試金石で、価値判断基準を未来世代の幸せにおかねばなりません。
⇒自然資産と文化（人）を次世代につなぐには、子ども時代の原体験が重要です。

２．集権的・強権的システムに従属した生き方から自分達で生きる場を
創造する時代へ
―巨大システムの中のポジション取りでしかなかった生き方から脱皮し、
―近代以前の社会が持っていたものに未来のヒントを求めます。
―小さな単位（地域）をベースにして、大きな単位（県、国）へ権限を委託します。

⇒強い国家を取り戻す幻想に惑わされず、新たな伝統回帰によるしなやかな社会を構
築します。

３．お金に振り回されず、お金に意思を込めて、お金の流れを変えて未
来を創ります。
―いのちをつなぐ道具としての本来の金融のあり方を問う潮流にある今、気候変動問
題に直面し、地球規模で意思を持ったお金の流れが急速に生まれています。
―人と人の繋がりや企業の姿を変えるローカルの動きを支える新しい金融の仕組みを
実装します。

⇒ヒトの育成、モノ・カネ・情報を循環させ、心豊かな社会を創ることこそが急務である
と考えます。



東近江三方よし
基金

【農を商う仕組み】
地域商社設立

地場産商品の開発
農福連携
就農支援

【ものづくりとあきない】

作り手どうしをつなぎ合
わせる仕組みづくり

作り手の想いや考えを使
い手に届ける仕組みづく

り
【つながり支え合う地域づくり】

地域の人を支え合える仕組み
づくり

まざる場づくり
地域の生業で課題解決

働くことの意味を学ぶ場づくり

【鈴鹿の森おこし】
100年後の森づくりの実践
多様な主体の連携

蓄積された森林資源の活用

【地域経営・近江商人】
コミュニティビジネスを起こす
関係を継続してつなぐ仕組み

新しい形の小規模事業者の創
出

【地域ブランディング】

東近江に暮らす人たちの生き
方

地域のものを選ぶ消費行動

地域の人が地域を観光する行
動

【エネルギーの自立】

地域でエネルギーを生
産

地域エネルギー会社設
立

【自然資本の保全】
愛知川の再生

～地域の主役は次世代～
第10回ローカルサミットin東近江を通じ、地域の歴史・文化、人と自然が調和し

て暮らしていた伝統的な普遍的価値観の重要性に気づいた私たちは、それを
新たな形で実現しうる次世代に確実に伝えなければならない。

地域をめぐる地域通貨：信用はシビックプライド！

第１０回ローカルサミットIN東近江宣言



ＰＳＩ

域内外の志民、
志企業等

行政

地域
金融機関

まちづくり
円卓会議

地方創生基金

森里川海の生態系サービスの
再生・保全・つながり再生事業

コモンズ創生事業や包括医
療・ケアサービス事業等

ふるさと納税等

助成・
投融資

志民地域債やクラウ
ドファンデイング等

助成・
投融資

地方創生基金の設立の意義

志金

多様な仕事創出支援や地域
通貨（ポイント）導入促進事業等

助成・投融資
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休眠預金

寄付
・遺贈

＋

自治体財政改革支援

ＳＩＢ



全国各地で「ふるさと基金」創設に向け呼びかけ！
●「まちづくり円卓会議（仮）」を継続的に開こう！
・10～20年後（自分達）、50年後（次世代）を見据えて

・子ども達（小中高大）、若者、女性が主役！行政は脇役

・どんな暮らしを創りたいか？そのために必要なことを、アイ

デアを持ち寄り、話し合い、アクションプログラムを考えよう

●「ふるさと基金」設立準備委員会を立ち上げよう！
・市民、有識者、地元金融機関、行政、応援団等20名くらい

のメンバーを集めて、勉強会から動き出しましょう！

・どんなお金をどのように集め、どのように有効に使って、

未来資本を創っていけるか、自分事として検討していこう

・1年後には設立に向けたロードマップを明確に出来るよう動こ
う！

⇒南相馬、南砺、小田原、倉敷、沖永良部、南伊豆、西条、高崎

他で！



経営業績
経済的な価値
Economic Value

ＣＳＲ
社会的な価値

Social Value

地域課題

自然資本

新たな地業（地域課題解決と価値創造）の創出

社会間係
資本

人的資本 文化資本

技術 資本人財

地域創生基金・
地域金融機関

ＣＳＶ（Creating Shared 
Value）の創出！















西条から地域社会変革の推進を！


